
徳島大学 (2011)〉 総合科学部 〉 自然システム学科 生命・環境コース 共通科目 [⇒English]

生体情報科学 2単位 2年 (後期)

Bioinformatics 大橋眞 ·教授 /社会創生学科

【授業目的】最近の生命科学の進歩は，生命科学を情報科学の 1分野と考える必
要性を生じさせた．本講義では生命科学の中でも情報の蓄積の著しい細胞の
構造と機能，生命進化と細胞などに関して，その基本的な知識をふまえた上
で，遺伝子変異の機構およびその情報を得る手段である遺伝子解析や遺伝子
情報処理の基本的概念を理解し，生命を遺伝情報の観点から見る目を育成す
ることを目的とする．

【授業概要】遺伝子と生命
【キーワード】細胞，機能，構造，遺伝子，遺伝子工学
【先行科目】『生体有機化学 I』(1.0)，『分子生物学』(1.0)，『生体有機化学 II』

(1.0)

【関連科目】『細胞情報学 I』(0.5)，『分子遺伝学』(0.5)，『細胞生理学 I』(0.5)

【履修上の注意】高等学校の生物，化学を履修しているものとして，講義を進めて
いく．遺伝子情報処理の実習も行う予定． 生命機能を分子のレベルで理解で
きるための基礎的内容を中心に講義を進める．前半は特に生体を構成する主
要な分子に関して，生化学的な内容を中心に話を進め，後半は遺伝子情報，遺
伝子工学などをとりあげる．

【到達目標】生体構成成分として，特に遺伝子情報に関係の深い分野について基
礎的な理解を確実なものにする．アミノ酸については，その機能の違いを蛋
白質の立体構造構築への役割と関係づけられるようにする．蛋白質の立体構
造に重要な役割を持つ疎水結合の役割を理解させる．また，遺伝子情報を蛋
白質の構造や機能に関連づけられるようにする．インターネットを用いた生
命情報の利用について，その基礎的理解を深める．

【授業計画】
1.生命と細胞
2.細胞の構造
3.細胞膜
4.細胞内小器官
5.細胞骨格
6.遺伝子の構造と機能
7. RNAの役割
8.遺伝子発現の制御
9.生命進化と遺伝子

10.細胞の分化

11.細胞の分化の要因
12.細胞の分化と遺伝子発現
13.遺伝子工学の基礎 I
14.遺伝子工学の基礎 II
15.まとめ
16.まとめ

【成績評価】小テスト (50%)と期末試験 (50%)で評価する．
【再試験】なし
【教科書】教科書 Essential 細胞生物学 中村桂子他訳 南江堂
【参考書】生物進化を考える 木村資生著 岩波新書
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=219361
【連絡先】
⇒大橋 (656-7261, ohashi@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 月-
水曜日12時20分ー12時50分)
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